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不定詞を受ける le と ça をめぐる一考察
── aimer と vouloir の場合──
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0．はじめに
不定詞を直接目的補語として代名詞化する場合は，一般に le または ça を





価値はあるものと思われる。その一環として，本稿では aimer と vouloir の
不定詞の代名詞化を考察する。このふたつの動詞は広義の心理動詞であり，統
語的に共通点がある。しかし使用実態を観察すると，不定詞を代名詞化する場
合，（01）（1）のように aimer は ça を，vouloir は le を用いる傾向があること
が分かる（2）。
（01）－Et puis les situations ne sont pas symétriques. Tu as un copain,
je suis seul.
－ a. C’est que tu *l’aimes / okaimes ça.





が選択されるかを考察する。また同時に le と ça の指示機能も概観する。次
の第二章では aimer と vouloir の事行対象となる不定詞の表す事行の特性を
検討する。





る。ここでは aimer と vouloir の事行対象が名詞句で表現される場合の代名
詞化について le（5）と ça を中心に考察する（6）。その際，aimer と vouloir がど
の代名詞と用いられるかを明らかにすると共に，我々にとっての le と ça の
指示機能の枠組みも示してみたい。
用例の観察から aimer に関しては le と ça はほぼ均等な割合で使用され，
vouloir は ça を用いる頻度は le と比べるとはるかに少ないことが確認でき




J’ai toujours voulu ça, alors Dites-moi, il ne faut pas que j’achète
un violon, là, bientôt?
（TRUFFAUT, F. 1979, L’amour en fuite）
次に発話者が指示対象をどのように捉えているかという点に着目しながら
le と ça の指示機能を考える。
発話者が le を使用する場合，その指示対象はいつも発話文脈から個別化さ
れている。（03）のように先行詞の名詞が不定冠詞に先立たれていても，les
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livres que j’aime, les livres que je lui prête のように発話者はいつも個別の
対象を想起している。また（04）のように先行文脈で la の指示対象が言語化
されていない場合でも la は使用可能である。ここでは la の指示対象が発話
状況に存在する例である。しかし la の指示対象が発話状況に存在することが
la の使用を可能にしているのではない。最初のト書き Il a son regard fixé sur
la chevalière au doigt de Mathilde. Elle s’en aperçoit から確認できるよう
に，la の指示対象 la chevalière au doigt de Mathilde が話題の中心であるこ
とがわかる。（04）では，発話状況から個別化された指示対象を la が受けて
いる。
（03）Je lui prête des livres que j’aime. Elle ne les aime pas.
（TRUFFAUT, F. 1971, Les deux Anglaises et le continent）
（04）Il a son regard fixé sur la chevalière au doigt de Mathilde. Elle s’en
aperçoit.
Mathilde : Je peux vous la laisser . . .
Le «Docteur» ne dit rien. Il attend.
Mathilde : Vous la voulez?
（JACQUOT, B. 1997, Le septième ciel）
総称解釈がなされる名詞句を受ける場合 ça が用いられることはよく知られ
ているが，le で受けることも可能である。vouloir は（05）のように総称名詞
句の場合も le で受ける。一方 aimer に関しては（06）のように le で受ける
ことも可能であるが，朝倉（1981）が指摘するように（7），総称名詞句は ça で
受ける傾向にある。（07）がその例である。
（05）Ma fille, pour trouver le grand amour, il faut le vouloir . Je ne
crois pas que tu sois réellement à sa recherche.
（DUCASTEL, O et MARTINEAU, J. 1997, Jeanne et le garçon formidable）
（06）Roland : Je ne crois pas qu’il soit nécessaire de faire des enfants.
Lola : Tu ne les aimes pas?
（DEMY, J. 1961, Lola）
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（07）Tu aimes ça, les citrons?
（Tournier, Coq, 163 in 朝倉：56）
また，朝倉（1981）で総称名詞句に関する記述で le と ça の使い分けにつ
いて興味深い指摘がある。（08）の引用で述べられるように名詞句を限定する
表現が加わることで le の使用が可能になることがある。
（08）Moi, le café au lait, je l’aime très noir.（. . .）le café au lait を le で
代表するのは属詞 très noir の添加によるものと考えられる。（…）Le lait, je
déteste ça としかいわないフランス人に le を ça に換えた発話 Moi, le café
au lait, j’aime ça très noir を示すと，そうとも言うが，l’のほうがもっと普
通だと答えた。
（De vive voix, 73 in 朝倉 1981 : 57）
（09）では，ça は食べ物としての le poisson cru の表すクラス全体を受けてい
る。しかし次に登場する代名詞 ils, les は名詞 poisson が表すクラス全体を受
けているのではなく実際に料理された魚といった具体的な対象を受けている。
（09）Vous aimez vraiment ça, le poisson cru? Je préfère les mets qui
me font oublier qu’ils étaient vivants juste avant que je les re-
garde.




通である。しかし（11）では lorsque tu y es avec moi が加わることで先行
詞の Rome を la で照応することが可能になる。
（10）Je ne connaissais pas Paris, alors j’ai visité. Je n’ai d’ailleurs pas
tellement aimé.
（F. Corblin, 1985 cité par G. Kleiber 1994 : 22）
（11）－A Rome, nous serons libres ; il faudra bien que je sois chez Sca-
belli à neuf heures et j’ai fait la sottise d’accepter un rendez-vous
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pour déjeuner, mais, à partir de six heures, j’aurai la paix ; je vi-
endrai t’attendre piazza Farnese.
－ A Rome . . .
－ Comme si tu n’aimais pas Rome!
－ Je l’aime surtout lorsque tu y es avec moi.





が選択される。一方 vouloir はどちらの場合も le を選択する。総称解釈がな
される場合においても ça ではなく le が選択される。
この章の冒頭で述べたように，不定詞を代名詞化する場合にどの代名詞を選
択するかは名詞句を代名詞化する場合に選択する代名詞が判断の基準となる。
名詞句，不定詞どちらの場合も le が選択される vouloir に関しては，この定
説は受け入れることができる。しかし aimer に関しては定説と合致しない。
名詞句を代名詞化する場合 le と ça どちらも使用できる。しかし，本稿の導
入部で述べたように，不定詞を代名詞化する場合は ça が選択されるのであ
る。
次の第二章では aimer と vouloir が対象とする不定詞が表す事行の特性を
比較対照し，以上のような代名詞の選択の偏りが生じる要因を明らかにする。
2．不定詞の場合
まず aimer, vouloir と共起する事行，共起しない事行の特性を明らかにす
る。次に同じ不定詞が対象になる場合，aimer, vouloir と共に用いることで生
じる解釈の違いを明らかにする。















（13）a.* J’aime construire la maison.
b.* Je ne souhaite pas rouvrir vos blessures mais j’aime savoir
comment vous avez vécu la journée du 29 juin 1992, jour de l’as-
sassinat du président.
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（15）a. J’aime construire une maison.
b. Par tempérament, j’aime savoir comment les gens réagissent au
film.
（LM 1998/09）







（17）Il serrait son verre dans sa main, le verre se casse.
Excuse-moi, mon vieux. J’aime casser.
（ANOUILH, J. 1950, La Répétition ou l’Amour Puni）
（18）Les gens sont cruels. Ils aiment tuer.
（KRISTOF, A. 1986, Le Grand Cahier）
2. 2．事行の解釈
上で aimer は繰り返し可能な事行と共起すると述べた。そこで（19）では
aimer と共に用いると le Tour de France は毎年開催される le Tour de
France の総体として捉えられる。例えば過去に何度も大会に出場し優勝した
選手が（19 a）のように発言するのは全く自然である。一方 vouloir の発話で
は，le Tour de France は，「これから参加する今年の大会」といった個別の
大会を問題にしている。
（19）a. J’aime gagner le Tour de France.
b. Je veux gagner le Tour de France.
つぎに（20）のような不定詞の事行対象が指示形容詞を伴う名詞句で表さ
れる場合に着目してみたい。





















（22）Je veux construire cette maison.
≒ Je veux construire ce genre de maisons.















（23）Frankie : J’ai une soeur? Chicago, dans l’Illinois, qui a quatorze
ans aussi. Elle te ressemble.
Cécile : Elle parle français?
Frankie : a.* Elle apprend. Plus tard, elle aime être professeur.
b. Elle apprend. Plus tard, elle veut être professeur.
（DEMY, J. 1961, Lola）
（24）a.* Et sans doute, tu n’aimes pas avoir d’enfants avant deux ou
trois ans d’ici?
b. Et sans doute, tu ne veux pas avoir d’enfants avant deux ou
trois ans d’ici?
（DECOIN, H. 1952, La vérité sur Bébé Donge）
（25）a.* J’aime écrire deux romans.
b. Je veux écrire deux romans.
（26）a.* J’ai 32 ans et j’aime avoir encore deux enfants.
b. J’ai 32 ans et je veux avoir encore deux enfants.
上で述べたことをまとめると次の表のようになる。
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（27）








本稿ではまず名詞句を先行詞とする場合を考察することで，le と ça の指示
機能を概観した。発話者がある性質を想起しつつ，具体的な次元で対象を捉え
ている場合は le で受け，総体的に対象を捉えている場合は ça で受ける。そ
して aimer は le と ça どちらも選択することが可能で，一方 vouloir は le
が選択することが確認された。
ところが aimer は不定詞を受ける場合 ça のみが選択され，不定詞を代名
詞化にする場合にどの代名詞を選択するかは名詞句の代名詞化する場合に選択
される代名詞が判断の基準となるという定説と合致しないのである。そこで，





繰り返し 一度限り タイプ 発話状況にある個別の対象 時間・数量表現
aimer ＋ － ＋（経験あり） ＋（事行が展開中） －
vouloir ＋ ＋ ＋（経験なし） ＋（発話時点以降） ＋
















説），Le Monde 1998を使用。略号 LM は Le Monde。
盻 aimer を条件法を用いる場合，Noailly, M.（1998）が指摘するように不定詞を代
名詞化する際に le の使用が可能になることがある。また条件法で用いると aimer
が直説法現在形で用いる際に共起しない事行（詳細は第二章以降で扱う）とも共
起可能になる場合があることから，今回は考察の対象としない。
（a）On me propose d’aller à Rome. ?Je l’aimerais.
（NOAILLY, M 1998 : 134）
（b）Tu aimerais avoir un enfant un jour, toi?
（ROHMER, E. 1999, Les nuits de la pleine lune）
眈 le, la, les を代表して le と表記する。
眇 先行詞が〈部分冠詞 du, de la，不定冠詞 des＋名詞〉，否定文の〈de＋名詞〉
である場合 en で照応するが，本稿のテーマから外れるため詳しく論じない。
眄 事実，若いフランス人は，ことに aimer, adorer, détester, préférer の直接目的
語となる総称名詞の代理語に le, la, les を用いることを嫌い，ça のほうを好む。
（朝倉 1981 : 55）
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